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道
路
整
備
事
業
に
か
か
る

補
助
率
か
さ
上
げ
措
置
の
継
続
を

人
材
確
保
・
離
職
防
止
の
た
め

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を

私
学
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
を

国
と
神
奈
川
県
に
提
出

安
全
・
安
心
な
医
療
・
介
護
を
実
現
す
る
た
め

医
療
提
供
体
制
の
充
実
を

議
提
議
案
第
８
号　
道
路
整
備
事
業
に

係
る
補
助
率
等
の
か
さ
上
げ
措
置
の
継

続
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上

の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
29
年
度
ま
で
の
時
限
措

置
と
さ
れ
て
い
る
道
路
整
備
に
係
る
補

助
率
の
か
さ
上
げ
措
置
を
30
年
度
以
降

も
継
続
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
に
意

見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

平
29
陳
情
第
26
号　
介
護
労
働
者
の
労

働
環
境
改
善
及
び
処
遇
改
善
の
実
現
を

求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

介
護
従
事
者
の
人
材
確
保
・
離
職
防

止
の
実
質
的
な
対
策
や
安
全
・
安
心
な

介
護
体
制
の
確
立
を
実
現
す
る
た
め
、

全
て
の
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を
図

り
、
ま
た
、
被
保
険
者
の
保
険
料
負
担

や
自
治
体
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、

介
護
保
険
財
政
に
お
け
る
国
の
負
担
割

合
を
引
き
上
げ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

平
29
陳
情
第
29
号　
私
学
助
成
の
拡
充

の
た
め
国
に
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

陳
情

平
29
陳
情
第
30
号　
私
学
助
成
の
拡
充

の
た
め
神
奈
川
県
に
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

私
立
学
校
に
通
う
生
徒
・
保
護
者
の

学
費
負
担
を
軽
減
す
る
な
ど
、
私
学
助

成
の
充
実
を
図
る
よ
う
、
国
と
神
奈
川

県
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
各
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

議
提
議
案
第
10
号　
国
に
私
学
助
成
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て議
提
議
案
第
11
号　
神
奈
川
県
に
私
学

助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

平
29
陳
情
第
27
号　
安
全
・
安
心
の
医

療
・
介
護
の
実
現
と
夜
勤
交
代
制
労
働

の
改
善
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
を
実
現

す
る
た
め
、
夜
勤
交
代
制
労
働
に
お
け

る
労
働
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
、
医

師
・
看
護
師
・
医
療
技
術
者
・
介
護
職

員
を
増
員
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　
実
効
性
の
高
い
医
療
・
介
護
現
場
の

労
働
環
境
改
善
を
図
る
た
め
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

議
提
議
案
第
９
号　
安
全
・
安
心
の
医

実
質
的
な
対
策
を
講
じ
る
よ
う
、
国
に

意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
超
高
齢
社
会

を
迎
え
、
国
は
介
護
人
材
確
保
の
た
め

処
遇
改
善
策
を
実
施
し
て
い
る
が
、
介

護
職
員
の
月
額
賃
金
は
他
の
産
業
に
比

べ
低
い
状
況
に
あ
る
。
安
定
し
た
持
続

可
能
な
施
設
の
運
営
や
安
心
し
て
介
護

を
受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
定
着
さ

せ
る
た
め
に
も
、
介
護
職
員
の
処
遇
改

善
は
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
に
意

見
書
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
の

意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　
介
護
労
働
者
の
生
活
は
厳
し
い
こ
と

か
ら
、
さ
ら
な
る
処
遇
改
善
を
行
い
、

報
酬
の
引
き
上
げ
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

委
員
会
提
出
議
案
第
４
号　
介
護
職
員

の
処
遇
改
善
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

安
全
・
安
心
の
介
護
を
実
現
す
る
た

め
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、

教
育
の
機
会
均
等
を
図
る
た
め
、
継
続

的
に
私
学
助
成
制
度
の
拡
充
に
努
め
る

よ
う
、
国
と
神
奈
川
県
に
意
見
書
を
提

出
す
る
も
の
。

▼
各
採
決
の
結
果　

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

療
・
介
護
実
現
の
た
め
医
師
・
看
護
師

等
の
大
幅
な
増
員
と
労
働
環
境
の
改
善

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

安
全
・
安
心
で
行
き
届
い
た
医
療
・

介
護
の
実
現
の
た
め
、
医
師
・
看
護
師 

・
医
療
技
術
者
・
介
護
職
員
の
大
幅
増

員
に
つ
い
て
、
具
体
的
措
置
を
講
じ
る

よ
う
、
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

陳

情

意

見

書

平29陳情第28号　核兵器禁止条
約の署名・批准を求める陳情

継続審査となった陳情

委員会所管事務調査を実施しました

平29陳情第25号　今泉堆肥利用
組合の堆肥化施設の運用を開設当
初の攪拌機１台、外部からの混合
物の割合を自らの糞を超えない量
とすることを市長へ要請する陳情

不採択となった陳情

末広小学校４年生の皆さんが議場見学に来ました
　平成29年11月14日（火）に市役所見学の一環として、末広小学校の児
童が議場見学に訪れました。
　当日は4年生の児童121人が見学をし、交互に議員席に座ったり、代表
者が議長席で自己紹介をするなど、思い思いの時間を過ごし、事務局職員
の説明に熱心に耳を傾けていました。
　児童からは「議場で働いてみたい」、「議員席に座れたことが楽しかっ	
た」などの声が聞かれました。

　市議会では、子どもから大人まで、
多くの方に議会を知り、関心を持っ

議場見学の
ご案内は
こちらから

※①日程、 ②視察内容

総務常任委員会
①	平成29年10月30日（月）～ 11月1日（水）
②	㋐三重県松阪市　　スポーツ施策（ネーミングライツなど）について
　	㋑三重県四日市市　防災施策（男女共同参画の避難所運営など）について
　	㋒岐阜県各務原市　シティプロモーション戦略プランについて

文教福祉常任委員会
①	平成29年10月31日（火）～ 11月2日（木）
②	㋐兵庫県明石市　　明石市こども総合支援条例について
　	㋑兵庫県たつの市　孤立死ゼロ作戦事業などについて
　	㋒大阪府高槻市　　健幸ポイント事業について

環境都市常任委員会
①	平成29年10月31日（火）～ 11月2日（木）
②	㋐大阪府吹田市　　産業振興（商工振興ビジョン2025）について
　	㋑広島県三原市　　市営住宅の管理運営について
　	㋒兵庫県赤穂市　　ごみ減量対策について

議会運営委員会
①	平成30年2月7日（水）～ 2月8日（木）
②	㋐愛知県一宮市　　対面式質問席、議場スクリーンの活用などについて
　	㋑滋賀県彦根市　　議会報告会、議場コンサートなどについて

　平成30年1月16日（火）に、
大久保整形外科理事長の大久保
吉修氏を講師に招き、秦野市に
おける地域医療環境の変遷とそ
の対応を踏まえた、今後の地域
医療について研修会を開催しま
した。

　平成30年1月31日（水）に県央地区の八市（相模原市、厚木市、
大和市、伊勢原市、海老名市、座間市、綾瀬市、秦野市）で構成する県
央八市議会議長連絡協議会の研修会が、綾瀬市オーエンス文化会館で
開催され、本市を含め約250人の市議会議員が研修会に参加しました。
　当日は、国立大学法人東京海洋大学名誉博士・客員准教授のさかな
クンが「魚の視点から環境問題を考える」をテーマに講演しました。

県央八市議会議長連絡協議会
平成29年度議員合同研修会が開催されました

議員研修会を開催 ～地域医療について学ぶ～

補助率かさ上げにより財政負担の軽減を
（写真は市道6号線）

私学助成の拡充を

介護現場の労働環境改善を

議場を見学してみませんか

ていただくため、
議場の見学を受け
付けています。
　詳しくは市議会
ホームページをご
覧ください。


